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1．イントロダクション

価格メカニズムの特徴付けは，経済学理論に
おいて最も重要な問題の一つである。この議論
は，市場メカニズムがどのような意味において

我々の社会における望ましさを持っているのか
という問題に関わるものであり，また 1970 年
代，1980 年代におけるこの議論の厳密な展開
は，その後メカニズムデザインという分野の理
論的な草分けともなった。
この論文はSonnenschein（1974）に基づいて
いる。Sonnenscheinの論文におけるメッセー
ジメカニズムは，Hurwicz（1960），Mount and 
Reiter（1974），Osana（1978），Jordan（1988）
の設定よりも特殊なものであるが，次の三つの
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理由から我々の論文で用いることにする。（1） 
超過需要関数という基本的な経済学の道具を用
いて，価格メカニズムの普遍性と効率性をシ
ンプルかつ明確に記述することができる。（2）
メッセージの役割が経済に部分的に依存する，
という設定の記述に適している。（3）コア極限
のような協力ゲーム理論の設定によって特徴付
けできる。この論文ではメカニズムをメッセー
ジメカニズムとして捉えるが，Sonnenscheinの
方法はThomson（1988）やNagahisa（1994） の
ようなレプリカ安定性という社会選択理論の
枠組みで論じるときにも望ましい。本稿は，
Sonnenschein（1974）のモデルと結果を経済依
存型のメッセージに拡張したものであり，価格
メカニズムの普遍性や効率性を支える，より一
般的なメッセージメカニズムへの規範的基準を
明らかにしている。
我々によるSonnenscheinの議論の一般化は，

価格メカニズムがどのように昨今のグローバル
化のような問題と関連付けられ，またその中で
普遍性を持つメカニズムとして特徴付けられる
かという点から，極めて意義あるものである。
Sonnenschein（1974）の公理Sにおける経済の
拡大という概念を，実際の経済サイズの拡大，
そして消費集合の拡大といったモデル上の設定
とともに，グローバル化の問題に関連付けたの
が，本稿の特徴である。このとき，例えば文化
的グローバル化の問題は，従来商品とされてい
なかったものが商品化を通じて経済参加者の取
引機会を一般的に拡大する，といった形で記述
されることになる。そのように，文化的な問題
を考慮しつつ経済が拡大するということを取り
扱う上で，メッセージの役割が，個々人の特性
のみならず，部分的に経済に依存している（そ
の意味で分権的なものではない）という可能性
を許容するのは自然なことであり，それによっ
て我々は例えば指令経済と分権的なシステムの
両者をその議論の範疇に捉えつつ，その中で市
場メカニズムを特徴付けることができる。

我々の結論は次のようなものである。メッ
セージを，コア資源配分を定義し，かつ
Sonnenschein（1974）の公理Sを満たすような
ものに限定するとしよう 1。さらに加えて，本稿
ではSonnenschein（1974）の設定を緩和したい
くつかの公理を前提とする 2。このとき，これら
の条件を満たすメカニズムが，価格メカニズム
のみとなる。Sonnenschein（1974）においては，
経済の拡張に応じて効用水準のみならず資源配
分がそもそも変化しない場合だけが議論の対象
となっているという意味で，メカニズムは完全
に分権的なものである。Hurwicz（1960） 等その
他の文献の扱いも全く同様である。経済依存型
のメッセージを取り扱った点が，本稿の最も重
要な貢献であり，他に例を見ない特徴である。

2．モデル

本稿では主体の名前の全体を表す集合とし
て， 等を用いるが，この記法は経済
を表す記号 とは独立に，場合によっ
ては異なる経済をまたぐ形で用いられる。経
済 の構成員全体を表す集合が であると
き，主体 の消費集合，選好を表す前順
序および初期保有をそれぞれ， ，  そ
して などと表す。各主体 について，

は であるものとし，選好を表
す前順序 を，  とする。
このとき，有限経済 は， = (　　　　　)
と表される。このように書く場合，　　およ
び を 上の関数と見なしている。すなわ
ち，各 について， および
　　　　　　である。選好 　　 は，各人の
1 経済の一部分が経済全体に対して大きな影響を持ち
得ないような，一種の単純さをメッセージが持つと
いう公理である。

2 条件 を参照せよ。この条件が主張していること
は，経済の拡張に応じて，より好ましいものと見な
される取引の方向が拡大すること，そして一般的に
は経済の拡張に伴って，効用水準が増大するという
ことである。



June 2016 － 3 －経済の拡張可能性に基づく価格メカニズムの普遍性ならびに効率性の特徴付け 

効用関数　　　　　　　で表現可能であるも
のとし，各 は，連続性および狭義準凹性
（Debreu 1959 の意味での狭義凸性）を満たすも
のとする。
我々は，有限経済 の拡大という概念につ
いて考える。経済の拡大の正確な定義は後で与
えるが，その場合に上述した個々人の特性もま
た変化する。この変化は消費集合の拡大として
描かれることになるが，各人について，その変
化の最終状態というものが存在し，その状態
において であり，各人の初期保有は
の内点，かつ選好は狭義単調性を満たすも

のとする。
上述したように，我々は有限経済という言葉
を，有限人の主体から構成される経済という
意味で用い，それら有限経済からなる集合を，

は有限経済 で表す。以下で
は，我々は有限経済に向けてのメッセージメカ
ニズムについてのみ考察する。 を集合とし，
一つのメッセージ  が与えられたとき，
各有限経済 において，資源
配分 が定
まるものとする。我々は
を反応関数と呼ぶ 3。加えて，我々は均衡対応

なるものを考える。
さらに，経済 に対し，その経済の資源配分
の部分集合を選択する対応 を
所与として，以下の条件を満たす を，
社会選択対応 に基づく抽象的メッセージメ
カニズム（メッセージを伴った資源配分メカニ
ズム）と呼ぶ 4。

 （1）

3 我々は，以下　　　　を自然な形で，前後の文脈から
混乱のない限りにおいて， の部分集合とみなす。

4 Sonnenschein（1974）はこれを に基づくprivate 
representationと呼んだが，我々はそのように呼ばな
い。我々はこの資源配分メカニズムが，部分的に経
済に依存した場合も含め，一般的に取り扱うからで
ある。

二 つ の 有 限 経 済　　　　　　　　　 と
に対して， に

よって，以下の条件が成り立つことを表す。
（i） . （ii）任意の について経済 に
おける の選好を ，経済
における選好を とすると
き， かつ
が成立する。（iii）関数 は関数 の 上
への制限である。

のとき， は の部分経済であると
いう。もし， であり，かつ
が任意の について成立しているならば，
これを単純に と表す。
上の（ii）条件は，経済の拡大に伴って，各
人の消費集合が増大することを表している。こ
こで，先の最終状態という概念を再述しておく
と，経済の拡大が，消費集合の拡大として描か
れるとき，各人についてその変化の最終状態が
存在し，その状態において であり，
選好は狭義単調性を満たす。この場合（ii）条
件は，各部分経済における選好が，狭義単調性
を満たす選好の制限となっておらねばならない
ことを意味している。

Sonnenscheinは と に関する以下の三つ
の公理を前提とした。

メカニズムは分権化されてい
る。すなわち， ， ，

， ，

 （2）

ここで， は， の座標のうち，
に入る部分だけを取り出したもの，す

なわち， を経済 の主体の添字集合と
するとき，　　　　　　　を表す。 

任意の に対して，
は経済 のコア資源配分の部分集合であ
る。したがって， が に基づく
メッセージメカニズムであるならば，
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 5 （3）

メカニズムは，メッセージの部分
経済への不均衡的影響が，経済の拡大に
伴って無視され得るという，Sonnenschein
の公理Sを満たす。すなわち，任意の経済
とメッセージ に対して，以下の
ことが成立する。

 （4）

経済に対して価格を与える価格集合 を，
と 固

定するとき，価格メカニズムとは，以下のよう
なメッセージメカニズム のことであ
る。経済 に対して，

は，経済 のすべての競争均衡価
格の集合を表し，各メッセージ に対し
て， は各人の超
過需要関数の値のリストを与える 6。

図 1：価格メカニズムの普遍写像問題

図 1は，超過需要に基づく価格メカニズム
と，任意の ， ， を満たすメッ
セージメカニズムの間に成立する可換図式を表
したものである。Sonnenschein（1974）は以下
の命題を示した。

5 Sonnenshcein（1974）においては，社会選択対応自体
に，CCTC （core compatible trade correspondence）  と
いう前提が与えられており，先の と同様，明確
に公理としては扱われていない。上で， は
のコア資源配分のすべてからなる集合を表し，コ

ア資源配分の定義等については，すべてSonnenschein
（1974）の用法に従う。

6 超過需要対応ではなく，超過需要関数が与えられる
ことを保証するため，先に各人の効用関数の狭義凸
性を仮定した。

PROPOSITION （Sonnenschein 1974 ; 
Proposition 1 and 7）： が に基づ
くメッセージメカニズムであり，公理 ，

， が成立しているものとする。こ
のとき，一意的に関数 が存在して，
図 1の可換図式が成り立つ（価格メカニズムの
辞書的特性）。さらに，もし我々が議論の対象
とする経済のクラスを ， ， を
満たすものに制限するならば，上述した辞書的
特性を持つようなメッセージメカニズムは，同
型写像を除いて一意的である （価格メカニズム
の普遍写像特性）。

3．定理および具体例

我々は以下において，価格メカニズムを特徴
付けるより一般的な条件について考察する。以
下では，上記の分権化公理 を，部分的に
メッセージが経済に依存することを許容し，そ
の代わりにより好ましく見える資源配分（better 
set）の方向と，効用水準に対する要求を与え
るだけで，Sonnenschein（1974）と同様の価格
メカニズムの特徴付けが可能であることを示
す 7。
一般に集合 に対して， に
よって，頂点 および を含む最小の閉凸
錐，すなわち は頂点 を持つ
閉凸錐， とする。

， ， ，
， ，

（i） ，

 （5）

7 Sonnenschein（1974）においては，経済の拡大に対
して，メッセージが同一の資源配分を与える。我々
のモデルでは，経済の拡大に応じて異なる資源配
分が与えられ得る。しかし，better setと効用水準に
対して適切な仮定を置くことにより，Sonnenschein
（1974）の結論が一般化される。
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かつ

 （6）

（ii）さらに， において，各主体
の選好 の効用関数表現 は， の効
用関数表現 の制限である形に取られてい
るものとして，任意の について，もし

ならば 

 （7）

もし， ならば

 （8）

Sonnenschein（1974）においては，先の
条件のように経済の拡大に対して，メッセージ
が同一の資源配分を与えている。我々の設定で
は，経済の拡大に応じて異なる資源配分が与え
られ得る場合を想定しており，そのような状況
においても，better set と効用水準に対して適切
な仮定を置くことで，Sonnenschein（1974） の
命題が与えられる。

に対する上記の拡張公理 は，
Sonnenschein（1974）の分権化設定を一般化
したものであり，経済の拡大に応じて消費集
合が拡大するといった，文化のグローバル化
（cultural globalization）の問題を取り扱うことを
可能にする。とりわけ我々は，個々の主体にお
ける（5）や（6）といった条件を，各消費者の
経済の拡大に伴う消費集合の拡大
から与えられる自然な条件と見なすことができ
る。以下の具体例でそのことを確認する。

具体例 1　食文化：経済の拡大と共に，これ
まで食用の商品と捉えられていなかったものが
新たに食用の商品となるといったことが生ずる
ならば，これを各消費者の消費可能集合 の
拡大と捉えることができる。例えば，西欧社会
への寿司文化や刺身文化の伝播，明治時代日本

における牛乳や牛肉の飲食習慣の普及などが挙
げられる。

具体例 2　女性労働：経済の拡大に伴った新
たな文化的状況の下で，女性の労働力を活用し
得る場が広がるといった変化を取り扱うことが
できる。この場合，労働を負の消費とすること
で，消費集合の次元の拡大を通じ，適切にこう
した状況を記述することができる。

具体例 3　移民：移民の流入は，純粋に経済
の拡大であると言える。流入する主体の労働能
力が，移入先において移入元よりも有益に評価
されるということがあるとすれば，上述した女
性労働の場合と同様に，労働を負の消費と考え
ることを通じ，消費可能集合の拡大によって，
この状況を取り扱うことが出来る。例えば，ベ
ビーシッターが賃金労働として存在していない
社会から，賃金労働として取り引きされる社会
への移住，あるいは，窓ふきの労働が商品とし
て確立していない社会から，高層ビルの窓ふき
が商品として需要されている社会への移住，ま
たは IT分野において高い能力を有している個
人の，その能力をより高く需要してくれる国へ
の移住，といったことが挙げられる。

具体例 4　自由貿易圏：もし，グローバルな
多国籍企業が持つ独占的な市場支配力の問題を
無視するならば，本稿における消費集合が拡大
する状況は，そのまま通常の自由貿易によって
もたらされる利点という意味にも解釈すること
ができる。ただし，生産の問題は考慮できてお
らず，純粋交換経済下での問題の再構築は必要
である。すなわち，消費集合の負の方向への拡
大が，生産集合の正の方向への拡大を表現する
といったことである。
我々がSonnenschein（1974 ; Propositions 1 and 

7）の拡張定理を示すにあたり，均衡メッセー
ジは のように，経済 に部分的に依存す
るものとなっているので，可換図式の成立もま
た，経済に依存する形に書き直すことが自然で
あろう。加えて，可換図式の成立を各経済の均
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衡メッセージに限定することは，Sonnenschein
（1974）の命題 1および 7が捉えようとするメッ
セージの種類を，少なくとも と同種の条
件（任意のメッセージが均衡メッセージの候補
になるという公理）を用いる限りは全く減少さ
せないので，我々はSonnenschein（1974）の拡
張定理として，経済 に依存的であり， の
均衡メッセージに限定した可換図式の成立を示
すこととする。すなわち，

図 2：経済依存型のメッセージとしての 

価格メカニズムの普遍写像問題

我々は経済の拡大という，Sonnenschein
（1974）では扱われていない問題について考え
ているので， 条件もより一般的な
条件に変更する。

任意の経済 とメッセージ
に対して，以下のことが成立する。

は の全主体を異なる主体と
して含む拡大であり，  （9）

加えて， に属する主体はすべて最終状
態とする。

THEOREM： が に基づくメッ
セージメカニズムであり，公理 ， ， 
　　　が成立しているものとする。このとき，
任意の経済 に対して，一意的に関
数 が存在して，図 2の可
換図式が成り立つ（辞書的特性）。さらに，も
し我々が議論の対象とする経済のクラスを

， ， を満たすものに制限する
ならば，上述した辞書的特性を持つようなメッ

セージメカニズムは，同型写像を除いて一意的
である （普遍写像特性）。

PROOF：（辞書的特性） を任意のメッ
セ ー ジ と し，
を任意の有限経済とする。 により，あ
る 経 済 が 存 在 し て，

かつ である。ここ
で，経済 における主体 の選好を
表す効用関数を とし，経済 における
主体 の選好を表す効用関数を と
する。なお， に属する主体にとっ
て， は の単なる制限である。一般性を
失うことなく， にコブ=ダグラス型効用
関数を持つ主体が一人含まれていると考えて
よい。条件 より，任意の につい
て，

である。
条件 によって， な
ので，支持価格 を と
に共通に与えることができ，かつそれは上述し
たコブ=ダグラス型効用関数を持つ主体の存在
から，一意的でなければならない。
さて，この の下で，すべての
の経済 での資源配分が予算制約を満たし
ていることを示そう。結論を否定すると，資源
配分 は，その唯一の支持価格におい
て予算制約を満たさないわけであるから，競
争均衡資源配分ではあり得ない 8。したがって
Debreu and Scarf（1963）のコア極限定理によっ
て，正の自然数 が存在して，　　　　　の
倍レプリカ資源配分が，　　の 倍レプ

リカ経済 のコア資源配分ではないよ
うにすることが出来る 9。しかし， は
経済 における実現可能な資源配分であ

8 コア資源配分と同様，競争均衡資源配分の定義につ
いても，Sonnenschein（1974）に従う。

9 経済 では，すべての主体が最終状態にあるので，
Debreu-Scarfの極限定理を用いることができる。
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るから，当然その　　倍レプリカ資源配分
　　　　　　も， 倍レプリカ経済
の実現可能な資源配分なのであって，よっ
て の有限人からなる結託 をもって，

をブロックすることが出来る。こ
こで，（ ）条件を に適用すると，ある
経済 が存在して， であり，かつ

である。さらに，（ ）条件から，
は， の要素であり，（ ）

条件から， がす
べての の成員について成立している。
しかしこのことは，ここまでの議論と整合的
ではない。なぜなら，結託 が
の下での効用水準とその資源配分を，した
がって の下での効用水準とその資
源配分をブロックするからである。ゆえに，

がすべての
で成立しておらねばならない。
さらに，我々は の下で，経済 の資源
配分 が，すべての主体 の予算
制約を であれば満たすことを示す。
これを示すことによって，
と定義することで， 上で証明すべき図
式の可換性がいえる。実際， であ
れば， 条件から，すべての につ
い て で あ り，

は経済 におけるコア資源配分であ
る。各 の経済 における初期保有は，
経済　　におけるものと同じであり，また経済

において，各 にとって実現可能な
資源配分は， においても実現可能である
から，　　に属する主体の結託によっては，経
済　　において　　　　をブロックできない
ことは 10， がすべ
ての で成り立つことを意味する。とこ
ろが，この事実と，選好の狭義凸性は，
の（5）式を通じて が

10 条件を に適用する。

すべての　　　　について成り立つことを意
味し，このことと，前段落の結論により，す
べての で経済 における資源配分

が予算制約を満たすことが分かる。
最後に，この の取り方が， の
取り方に依存していないことを示す。これを
示すことで，上述した の一意性が示され
ることになる。 を 条件を満たし，

とは異なる経済，すなわち ，
および とする。ここ

で， と のメンバーすべてを含み，さ
らに 条件を成立させるような経済
で， なるものを取る。このと
き，一般性を失うことなく， にも
にもコブ=ダグラス型効用関数表現を持つ主
体がそれぞれ少なくとも一人含まれている
ようにしておくことができる。条件 か
ら， であるので，こ
の資源配分はパレート最適であり，コブ=ダ
グラス型の効用関数表現を持つ主体を含むこ
とから，すべての主体について，その資源配
分を支持するベクトルを一意に取ることがで
きる。 であるので， 条件か
ら，前段落の議論を繰り返すことによって，

 か
つ が い え
てしまうことになる。もちろんこのことは，

の選択が一意的であることを意味して
いる。
（普遍写像特性）この特性は，数学における普
遍写像に対する基礎的な定理を直接適用した結
果に過ぎない。例えばBourbaki（1966）を見よ。

4．結語としての注

我々は本稿において，経済の拡張，すなわ
ち，いわゆる近代的啓蒙といったことを含む文
化的なグローバル化と，市場メカニズムの関係
を取り扱った。本稿とSonnenschein（1974）の
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取り扱った公理的特徴付けの相違は，まさし
く，この経済の拡大の過程を，選好における誘
因の問題と整合的に公理化したところにある。
すなわち，経済の規模の拡大が，資源配分を通
じて人々の効用に正の影響を与え得るというこ
とである。
本稿の定理は二つの重要な示唆を与えてい
る。一つは価格メカニズムが持つ辞書的性格で
ある。もう一つは， ， ， を満た
すメカニズムの本質的な一意性である。
最後に一点注意を述べておく。価格メカニズ
ムはそのままでは 条件を満たさない。言
い換えると，通常の意味で価格メカニズムは
上記普遍写像問題の解にはならず，この点は
Sonnenschein（1974）の場合と異なっている。
しかしながら，この問題は本定理の意義をそれ
ほどに毀損するものではない。なぜならば，何
を価格メカニズムの均衡と呼ぶべきかの簡単な
読み替えによって，価格メカニズムが 条
件を満たすようにすることができるからであ
る。実際， が拡張する余地がまだ残ってい
る主体の存在する経済における，通常の意味で
の価格均衡を均衡とは呼ばず，最終状態の主体
のみからなる経済の価格均衡だけを，価格メ
カニズムの均衡と呼べば，価格メカニズムは

， ， のすべてを満たすのである。
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The Universality and Efficiency of Price Mechanism characterized  
by an Expansion Possibility for Economic Environments

Kohzo Shiraishi, Ken Urai and Hiromi Murakami

Abstract
In this paper, we axiomatically characterize the universality and efficiency of price mechanism 

based on an expansion possibility of economic environments like trading opportunities, 
immigrants,agents' consumption sets based on the cultural globalization, and so on. Together with 
some general conditions for agents' utility levels,   we base our argument on the framework of 
Sonnenschein (1974). In Sonnenschein (1974), the price mechanism is characterized in more specific 
way than that of Hurwicz (1960), Mount and Reiter (1974), etc. for the informational efficiency 
problem. His model, however, is suitable for our purpose in the sense thatit simply and clearly 
describe the universality and efficiency of the price mechanism through the basic economic tool of the 
excess demand function, allowing for messages partially depending on the economies by its functional 
form of the representation, and enabling us to characterize it by cooperative game theoretic settings 
like the core quivalence.  The method of Sonnenschein is also desirable in relating our arguments 
with the replica stability axiom of social choice settings  like Thomson (1988) and Nagahisa (1994).
This paper extends the model and results in Sonnenschein (1974) so that we can incorporate partially 
economy-dependent messagesand figure out more general relationship between the price mechanism 
and normative criteria supporting its universality and efficiency.
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